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～ 受益者の皆様へ ～ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 

ここに、当サブファンドの第15期の運用状況等についてご報告申し上げます。 

今後とも一層のお引立てを賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 
 

フ ァ ン ド 形 態 ケイマン籍 オープンエンド契約型 外国投資信託（円建て） 

信 託 期 間 信託設定日は2009年６月５日、償還日は設定日から150年後 

運 用 方 針 

マスターファンドの投資顧問会社が随時選定するテクニカル分析ソフトウェアを使用したトレ

ーディング・シグナルに基づいて運用されます。当サブファンドのマスターファンドは、投資

機会及び 新の取引戦略を利用することを目的とするため、将来の投資の特性に関して事前決

定された展望を持たず、一切の制限も受けません。マスターファンド投資顧問会社は、サブフ

ァンドが、上場先物取引及び各種店頭デリバティブ（外国為替取引を含みます。）において過

度の危険を冒さずにレバレッジ効果により高い収益が見込めると判断したときに、レバレッジ

を利用することができます。 

主 要 投 資 対 象 

当サブファンド 
スーパーファンドSPCのサブファンドである分別ポートフォリオ・レイン

ボー・オールシーズンズの利益参加シェア 

マスターファンド 
株式、債券、商品市場へのバランス投資、これに加えて、ゴールドクラス

は金先物 

分 配 方 針 
現段階では分配を行う予定はありません。但し、管理会社はその裁量で分配を決定する権利を

留保しています。 

（注１） 本書中における米ドル及びユーロの円貨換算は、別段の表示のない限り、2024年５月31日現在の株式会社三菱UFJ銀行の

対顧客電信売買相場の仲値（１米ドル＝156.74円、１ユーロ＝169.78円）によります。 
（注２） 円貨への換算は、本書において該当する各数値につき、所定の換算率で単純計算の上、必要に応じて四捨五入していま

す。したがって、本書中の同一情報につき異なった数値で円貨表示がなされている場合があります。  
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１．資産の運用の経過 
 

■当期の１口当たり純資産価額等の推移について（2023年１月１日～2023年12月31日） 

円・クラス 
 

 

 

第 14 期 末 の 

１口当たり純資産価額 
36.18円 

第 15 期 末 の 

１口当たり純資産価額 

34.27円 

(分配金０円) 

騰 落 率 △5.28％ 

 

 

ゴールド円・クラス 
 

 

 

第 14 期 末 の 

１口当たり純資産価額 
64.79円 

第 15 期 末 の 

１口当たり純資産価額 

74.37円 

(分配金０円) 

騰 落 率 ＋14.78％ 

 

 
（注１）当サブファンドについては分配金の分配を行っていないため、上表では１口当たり純資産価額のみを記載しています。 

（注２）騰落率は、第14期末の１口当たり純資産価額との比較において計算しています。 
（注３）サブファンドの購入価額により課税条件は異なりますので、お客様の損益の状況を示すものではありません。 
（注４）サブファンドにベンチマークは設定されておりません。 

 

 

■１口当たり純資産価額の主な変動要因 

【円・クラス】 

サブファンド・レインボー・オールシーズンズは、シャープパリティ戦略を採用しています。 

シャープパリティ戦略では、リスク・リターンレシオが 大となる市場セグメントをポートフォリオ

内で重くウェイト付けします。 

スーパーファンドにより独自開発されたコンピューターによる完全自動化トレーディングシステム

により、株式、債券、商品市場等を投資対象として、ロングポジションのみでバランス投資を行い運用

されます。よって、それら各市場の価格変動は、ファンドの純資産価額の変動に影響します。 

 

【ゴールド円・クラス】 

サブファンド・レインボー・オールシーズンズは、シャープパリティ戦略を採用しています。 

シャープパリティ戦略では、リスク・リターンレシオが 大となる市場セグメントをポートフォリオ

内で重くウェイト付けします。 
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スーパーファンドにより独自開発されたコンピューターによる完全自動化トレーディングシステム

により、株式、債券、商品市場等を投資対象として、ロングポジションのみでバランス投資を行い運用

されます。よって、それら各市場の価格変動は、ファンドの純資産価額の変動に影響します。加えて、

金価格に連動するようヘッジを行うため、金価格の上昇はキャピタルゲインの、金価格の下落はキャピ

タルロスの要因となります。 

 

 

■投資環境について 

2023年の金融市場は、ＡＩに触発されたハイテク株の急騰、コモディティ市場の変動、暗号資産の反発、

リーマン・ショック以来の銀行破綻など、重要な出来事を経験しました。にもかかわらず、世界経済は

予想を上回り、ＧＤＰ成長率はコンセンサス予想を上回りました。コア・インフレ率は2022年の６％から

３％に低下し、特にＣＯＶＩＤ後の物価高騰から回復しつつある経済圏で顕著でした。米国経済は予想を上

回り、予想成長率は2.4％と、景気後退懸念が蔓延していた2022年12月の市場コンセンサスを大きく上

回りました。第３四半期には、主要中央銀行の利上げサイクルが終了し、2024年の利下げを見越した利

上げに焦点が移りました。Ｓ＆Ｐ500種指数は25％近く上昇し、世界のほとんどの指数がプラスを示しま

した。一方で、中国は景気減速と不動産市場の崩壊により、ＣＳＩ300指数が前年同期比で11％近く下落し

ました。 

 

2023年の世界の株式市場は、米国のインフレ率の低下と労働市場の予想以上の上昇に後押しされ、上

昇基調でスタートしました。年初の楽観的な見方は第２四半期も続きましたが、米国と欧州で予想外に

力強い成長データが発表されたため、困難に直面しました。この後、シリコンバレー銀行とクレディ・

スイス・グループの破綻を受けて、年前半に市場は一時パニックに陥りましたが、規制当局と金融機関

の協調努力により米国株式市場は反発しました。ハイテク株比率の高いナスダック100指数は、2022年

８月以来の水準に達し、年間47％という驚異的な上昇率で年末を迎えました。欧州市場も厳しい2022年

から力強い回復を見せました。ドイツのＤＡＸは、欧州 大の経済大国の不振を覆して20％急騰し、イタ

リアのＦＴＳＥ ＭＩＢも印象的な上昇を見せ、30％近い上昇を記録しました。年央の株式市場は、前月まで

のトレンドから逸脱しました。その たるものは、フィッチ・レーティングスが米国のソブリン格付け

をＡＡＡからＡＡ＋に引き下げたことで、これが世界的な波紋を広げ、世界経済に対する懸念が再燃しま

した。これに米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）の根強い利上げ観測が加わり、ＴＯＰＩＸを除く世界の主要株

価指数は大幅に反落しました。年後半にかけては、金利上昇や中東の紛争を背景に世界株式は下落を続

けました。投資家は、明るい経済データに裏打ちされた金利上昇が景気減速を誘発する可能性を予想し、

引き続き神経質になっていました。こうした懸念は、地政学的な出来事によって悪化し、リスク選好意

欲を減退させました。しかし、ハイテク大手の好業績と予想を下回るインフレ率に後押しされ、株式は

大幅に上昇しました。 

 

2023年、世界の債券市場は、主要中央銀行がインフレ対策として利上げを継続するとの懸念から債券

価格が低迷を続け、厳しい局面を乗り切りました。長期の債券が売られ、イールド・カーブの弱気なス

ティープ化につながりました。この状況は10月に 高潮に達し、米国債価格は2007年以来の低水準とな

り、利回りは16年ぶりの高水準となりました。英国債も2008年８月以来の安値を記録しました。米国債

や欧州国債が売られた一方で、日本国債は日銀の超金融緩和政策の下で底堅く推移しました。このよう

な厳しい環境は、予想される利下げ、景気の底堅さ、世界経済のダイナミクスの間の微妙なバランスを

反映しています。年末には、インフレ緩和とそれに続く金利引き下げに対する楽観的な見方が強まり、
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目覚ましい好転が見られました。投資家はこれに呼応して国債に殺到し、価格が急騰して空前の暴騰を

引き起こしました。ブルームバーグ・グローバル・アグリゲート・トータル・リターン・インデックス

は11月と12月に10％近く急騰し、1990年以来２ヵ月間で も目覚ましい上昇を記録しました。 

 

コモディティ市場では、３年近くにわたるゼロコロナ政策から中国経済が再開したことが、特に工業

用金属とエネルギー市場を大いに押し上げる要因となりました。しかし、年が明けると、投資家は高騰

するインフレと銀行不安の中、安全への逃避のため、よりリスクの低い資産を求めるようになり、究極

の安全資産である金価格は2023年の大半にわたって底堅さを維持し、５月には2,050米ドルを超える２

年ぶりの高値をつけました。11月末までに、貴金属価格は年初来で10％以上上昇しました。市場参加者

は、現在の引き締めサイクルが終わりに近づいているのではないかと予想しています。2023年に向けて

好調なスタートを切った中国の経済活動は、輸出と不動産業界の破綻に象徴されるように、予想を大幅

に下回っています。 

その結果、原油価格は一進一退を繰り返しながら予断を許さず、結局、１月に１バレル86米ドルで始

まった原油価格は、77.50米ドルで１年を終えました。農産物では、干ばつ懸念とロシアによる黒海穀

物合意離脱が当初、小麦とトウモロコシの価格上昇に寄与しましたが、ウクライナが黒海に人道的回廊

を設置し、供給制約が緩和されたため、年央に価格が下落しました。2023年の小麦価格は20％以上下落

し、トウモロコシは30％以上、大豆は14％近く下落しました。年末までのコモディティは、原油の減産、

安全資産である貴金属、そしてイスラエルとハマスの間で激化している紛争によって、値動きが大きい

展開となりました。サウジアラビアとロシアによる減産延長を受け、原油価格は８％上昇し、欧州の天

然ガス価格は35％急騰しました。 

 

通貨面では、金利上昇と世界的な銀行危機が、年間を通じて通貨変動の原動力となりました。トレー

ダーがシリコンバレーの銀行危機に対する連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）の対応を懸念したため、米ドル

は主要なライバル通貨に対して困難に直面しました。欧州ではクレディ・スイスの破綻がスイスフラン

に影響を与え、その波及が懸念されましたが、イギリスポンドは堅調を維持し、2022年６月以来の高値

をつけました。全体として、ポンドは対米ドルで2017年以来 高の年となりました。年初1.21米ドルで

始まった英ポンドは、投資家が英国の金利が6.5％まで上昇する可能性に賭けたため、７月には1.31米

ドルを超える15ヵ月ぶりの高値をつけました。年央には、米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）がタカ派的な

コメントを発表する中、米ドルが上昇し、米金利が長期的に高止まりするとの思惑を煽る一方、英国の

経済見通しが改善したことからポンド高が続きました。ユーロは、ドイツのＧＤＰが期待外れの数字であ

ったことから下げ圧力に直面しました。第３四半期の為替相場は、日本の金利が低水準で推移したため、

円がドルや他の主要通貨に対して弱含みました。今年前半のドル相場は、米国経済が好転したにもかか

わらず振るいませんでしたが、７月半ばから反転し、ＦＲＢが金融引き締めを継続していることが追い風

となり、８月末までにほぼ全ての損失を取り戻しました。 
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■ポートフォリオについて 

＜当サブファンド＞ 

当サブファンドは、マスターファンドへの投資によって当該マスターファンドと同一の投資目的を追

求しました。結果、マスターファンドへの投資比率は、概ね95％以上を維持しました。 

 

＜マスターファンド＞ 

マスターファンドは、世界株式、世界債券、コモディティ、為替、キャッシュの主要な投資資産に分

散投資するバランスファンドです。マーケット環境により各セクターへの投資比率を機動的にリバラン

スします。基本となるロングオンリー・ポートフォリオに、キャッシュ比率の引上げやクライシス・ア

ルファの組入れにより、機動的に弱気相場や金融危機時にリスクオフをはかり、グローバルな全天候型

戦略を構築いたします。 

本戦略は2020年より戦略変更を行いスタートいたしました。複数の戦略を活用して機動的なリバラン

スを行うバランスファンドとなります。2022年から始まった米国の利下げの影響により、主要組み入れ

セクターである債券を中心に、パフォーマンスにマイナスの影響がでました。グリーン戦略同様に2023

年後半、米国利下げの終焉とともに、回復基調に転じております。 

 

 

■今後の運用方針 

今後の運用方針については、これまでの投資方針が引き続き採用され、マスターファンドと同一の投

資目的を追求する予定です。 

 

 

■分配金について 

当サブファンドには分配金はありません。 
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２．運用状況の推移 
 

当サブファンドは2018年１月１日に運用を開始したため、当該計算期間以前の計算期間に係る純資産

総額、１口当たり純資産価額、及び収益分配金に関する情報は存在しません。 

 

当サブファンドの収益率は以下のとおりです。 

 

年度 
収益率 

円・クラス ゴールド円・クラス 

自2018年１月１日 至2018年12月31日 －27.45％ －30.85％ 

自2019年１月１日 至2019年12月31日 －22.23％ －8.41％ 

自2020年１月１日 至2020年12月31日 ＋3.29％ ＋10.51％ 

自2021年１月１日 至2021年12月31日 ＋10.41％ ＋16.82％ 

自2022年１月１日 至2022年12月31日 －23.85％ －14.95％ 

自2023年１月１日 至2023年12月31日 －5.28％ ＋14.78％ 

 

当サブファンドの純資産総額及び１口当たり純資産価額の推移は以下のとおりです。 

 

円・クラス 

 
純資産総額 

（円） 

１口当たりの純資産価額 

（円） 

2018年12月 107,994,977 53.57 

2019年12月 77,319,294 41.66 

2020年12月 66,812,165 43.03 

2021年12月 187,748,935 47.51 

2022年12月 154,083,753 36.18 

2023年12月 65,336,276 34.27 

ゴールド円・クラス 

 
純資産総額 

（円） 

１口当たりの純資産価額 

（円） 

2018年12月 218,335,809 64.43 

2019年12月 175,257,399 59.01 

2020年12月 189,205,761 65.21 

2021年12月 244,374,590 76.18 

2022年12月 248,008,244 64.79 

2023年12月 272,114,655 74.37 

（注１）１口当たりの純資産価額は、小数点以下第２位まで計算されています。 

（注２）過去の業績は、将来の業績を示し保証するものではありません。 

 

2018年12月31日、2019年12月31日、2020年12月31日、2021年12月31日、2022年12月31日及び2023年12

月31日に終了した計算期間において、確定した分配金はありません。 
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３．ファンドの経理状況 
 

当サブファンドが含まれている「スーパーファンド・ジャパン」の経理状況は以下の通りです。なお、

マスターファンド及びアンダーライング・マスターファンドの財務諸表については、EDINET（金融庁の

開示書類閲覧ホームページ https://disclosure2.edinet-fsa.go.jp/)に開示された有価証券報告書等（ファン

ドコード「G07555」）をご覧いただき、ご確認ください。 

 

スーパーファンド・ジャパン－サブファンド・グリーン 

貸借対照表 

 

2023年12月31日現在 

（単位：日本円） 

 注記   

資産    

ファンドへの投資（公正価値）    

（原価：2,535,960,721円） 2(b),3,11  2,041,021,119 

投資先ファンドからの未収金   1,637,515 

現金   51,944,995 

外貨建て現金（原価：4,939,609円）   4,668,694 

その他の資産   679,462 

   2,099,951,785 

負債    

前受申込金   3,800,000 

投資先ファンドへの未払金   4,013,640 

未払買戻金   45,013,731 

未払金及び未払費用 5,8,10  5,256,090 

   58,083,461 

    

純資産   2,041,868,324 

 

添付の注記は、これらの財務諸表の重要な一部である。 
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   米ドル  円 

ゴールド円クラス受益証券１口当たり純資産： 

発行済 10,019,120口に基づく 

（2023年12月31日現在におけるゴールド円クラスの株式の 

価値合計：3,820.35オンス（金）） 

（2023年12月31日現在の金価格：290,970.38円） 

  －  110.95 

  0.000オンス（金） 

     

シルバー円クラス受益証券１口当たり純資産： 

発行済 1,645,162口に基づく 

（2023年12月31日現在におけるシルバー円クラスの株式の 

価値合計：37,738.99オンス（銀）） 

（2023年12月31日現在の銀価格：3,356.18円）   － 76.99 

   0.023オンス（銀） 

      

円・クラス受益証券１口当たり純資産： 

発行済 7,127,874口に基づく（単位：円）   －  49.55 

      

ゴールド米ドル・クラス受益証券１口当たり純資産： 

発行済 612,637口に基づく 

（2023年12月31日現在におけるゴールド米ドル・クラスの 

株式の価値合計：236.23オンス（金）） 

（2023年12月31日現在の金価格：290,970.38円） 

  0.80  125.39 

  0.000オンス（金） 

     

シルバー米ドル・クラス受益証券１口当たり純資産： 

発行済 2,333,359口に基づく 

（2023年12月31日現在におけるシルバー米ドル・クラスの 

株式の価値合計：79,248.32オンス（銀）） 

2023年12月31日現在の銀価格：3,356.18円） 

  0.81  126.96 

  0.034オンス（銀） 

     

米ドル・クラス受益証券１口当たり純資産： 

発行済 1,521,168口に基づく（単位：米ドル）   0.55 86.21 

     

 

添付の注記は、これらの財務諸表の重要な一部である。 
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スーパーファンド・ジャパン－サブファンド・グリーン 

投資明細書 

 

2023年12月31日現在 

（単位：日本円） 

 

銘柄（純資産における％） 償還条件  株式数  原価  公正価値 

        

ファンドへの投資（公正価値）（99.93％）        

マネージドフューチャーズ        

スーパーファンド・グリーン・ゴールド 
ＳＰＣ Ｂ：クラスＢジャパン（円）及び 
クラスＢジャパン（米ドル） 
（57.71％） 週次  980,420.27  1,386,332,027  1,179,140,941 

スーパーファンド・グリーン 
ＳＰＣ Ｂ：クラスＢジャパン（円）、 

クラスＢジャパン（米ドル）、 

クラスＢジャパン（シルバー米ドル）及び 

クラスＢジャパン（シルバー円） 
（42.18％） 週次  1,001,531.80  1,149,628,694  861,880,178 

        

ファンドへの合計投資額（公正価値） 
（99.89％）   円  2,535,960,721  2,041,021,119 

 

 

添付の注記は、これらの財務諸表の重要な一部である。 
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スーパーファンド・ジャパン－サブファンド・グリーン 

損益計算書 

 

2023年12月31日に終了した年度 

（単位：日本円） 

 注記   

費用    

事務管理報酬 10  1,095,619 

専門家報酬   11,894,692 

受託会社報酬 9  1,795,806 

代行協会員報酬 8  2,222,887 

管理報酬 5  2,222,841 

その他の費用   6,976,209 

   26,208,054 

    

正味投資損失   (26,208,054) 

    

投資及び外貨に係る正味実現損失及び未実現損失の変動    

投資及び外貨に係る正味実現損失   (58,109,311) 

投資及び外貨に係る未実現損失の変動   (443,690,539) 

   (501,799,850) 

    

営業活動から生じた純資産の正味減少額   (528,007,904) 

    

 

添付の注記は、これらの財務諸表の重要な一部である。 
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スーパーファンド・ジャパン－サブファンド・グリーン 

純資産変動計算書 

 

2023年12月31日に終了した年度 

（単位：日本円） 

営業活動  

正味投資損失 (26,208,054)

投資及び外貨に係る正味実現損失 (58,109,311)

投資及び外貨に係る未実現損失の変動 (443,690,539)

 (528,007,904)

  

資本取引  

ゴールド円クラス受益証券の発行 71,570,000 

シルバー円クラス受益証券の発行 9,100,000 

円クラス受益証券の発行 3,200,000 

ゴールド米ドル・クラス受益証券の発行 487,669 

ゴールド円クラス受益証券の買戻し (41,351,993)

円クラス受益証券の買戻し (99,273,047)

シルバー円クラス受益証券の買戻し (1,809,069)

米ドル・クラス受益証券の買戻し (17,128,835)

 (75,205,275)

  

当期純資産増減少額 (603,213,179)

  

期首純資産残高 2,645,081,503 

  

期末純資産残高 2,041,868,324 

  

期末純資産の内訳：  

ゴールド円クラス 1,111,607,719 

ゴールド米ドル・クラス 68,735,052 

円クラス 351,754,396 

米ドル・クラス 117,140,943 

シルバー円クラス 126,658,771 

シルバー米ドル・クラス 265,971,443 

 2,041,868,324 

添付の注記は、これらの財務諸表の重要な一部である。   
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スーパーファンド・ジャパン－スーパーファンド・グリーンＣジャパン 

貸借対照表 

 

2023年12月31日現在 

（単位：日本円） 

 注記   

資産    

マスターファンドへの投資   150,340,968 

現金   10,662,534 

   161,003,502 

負債    

未払金及び未払費用 3,5,7  1,567,117 

   1,567,117 

    

純資産   159,436,385 

    

    

   米ドル  円 

円クラス受益証券１口当たり純資産： 

発行済 1,928,281口に基づく（単位：日本円）   － 40.98 

米ドル・クラス受益証券１口当たり純資産： 

発行済 1,435,539口に基づく（単位：米ドル）   0.40 62.70 

 

添付の注記並びにスーパーファンド・グリーンＳＰＣ及びスーパーファンド・グリーン・マスターの財務

諸表は、これらの財務諸表の重要な一部である。 
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スーパーファンド・ジャパン－スーパーファンド・グリーンＣジャパン 

損益計算書 

 

2023年12月31日に終了した年度 

（単位：日本円） 

 注記   

マスターファンドから配分された正味投資損失    

受取利子   4,512,702 

費用   (9,301,237) 

   (4,788,535) 

    

サブファンドの費用    

事務管理報酬 10  1,095,619 

受託会社報酬 9  1,617,332 

代行協会員報酬 8  183,299 

管理報酬 5  183,295 

専門家報酬   2,534,941 

その他費用   688,355 

   6,302,841 

    

正味投資損失   (11,091,376) 

    

サブファンドの外貨に係る実現利益及び未実現利益の変動    

外貨に係る正味実現利益   285,603 

   285,603 

    

マスターファンドから配分された投資及び外貨に係る 

正味実現損失及び未実現利益の変動    

投資及び外貨に係る正味実現損失   (75,412,338) 

投資及び外貨に係る未実現利益の変動   3,007,227 

   (72,405,111) 

   

営業活動から生じた純資産の正味減少額   (83,210,884) 

    

    

添付の注記並びにスーパーファンド・グリーンＳＰＣ及びスーパーファンド・グリーン・マスターの財務

諸表は、これらの財務諸表の重要な一部である。 
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スーパーファンド・ジャパン－スーパーファンド・グリーンＣジャパン 

純資産変動計算書 

 

2023年12月31日に終了した年度 

（単位：日本円） 

  

営業活動  

正味投資損失 (11,091,376) 

投資及び外貨に係る正味実現損失 (75,126,735) 

投資及び外貨に係る未実現利益の変動 3,007,227 

 (83,210,884) 

  

資本取引  

円クラス受益証券の買戻し (5,809,549) 

 (5,809,549) 

  

当期純資産減少額 (89,020,433) 

  

期首純資産残高 248,456,818 

  

期末純資産残高 159,436,385 

  

期末純資産の内訳：  

円クラス 79,021,516 

米ドル・クラス 80,414,869 

 159,436,385 

  

 

添付の注記並びにスーパーファンド・グリーンＳＰＣ及びスーパーファンド・グリーン・マスターの財務

諸表は、これらの財務諸表の重要な一部である。 
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スーパーファンド・ジャパン－スーパーファンド・ジャパン・サブファンド・レインボー・オールシー

ズンズ 

貸借対照表 

 

2023年12月31日現在 

（単位：日本円） 

 注記   

資産    

マスターファンドへの投資   327,267,003 

マスターファンドからの未収金   9,654,000 

現金   12,047,320 

外貨建て現金（原価：36,790円）   40,676 

その他資産   2 

   349,009,001 

負債    

未払買戻金   11,994,641 

前受申込金   100,000 

未払金及び未払費用 3,5,7  1,804,070 

   13,898,711 

    

純資産   335,110,290 

    

ゴールド円クラス受益証券１口当たり純資産    

発行済 3,658,634口に基づく    

（単位：日本円）   74.37円 

    

円クラス受益証券１口当たり純資産    

発行済 1,838,327口に基づく    

（単位：日本円）   34.27円 

 

 

添付の注記並びにスーパーファンドＳＰＣの財務諸表は、これらの財務諸表の重要な一部である。   



－ 15 － 

スーパーファンド・ジャパン－スーパーファンド・ジャパン・サブファンド・レインボー・オールシー

ズンズ 

損益計算書 

 

2023年12月31日に終了した年度 

（単位：日本円） 

 注記   

マスターファンドから配分された正味投資損失    

受取利息   963,475 

費用   (7,842,845)

   (6,879,370)

    

サブファンドの費用    

受託会社報酬 9  1,805,333 

販売報酬 7  2,219,539 

専門家報酬   3,232,441 

事務管理報酬 10  1,196,669 

管理報酬 5  369,869 

代行協会員報酬 8  369,923 

その他の費用   1,287,487 

   10,481,261 

    

正味投資損失   (17,360,631)

    

サブファンドの外貨に係る実現損失及び未実現損失の変動    

外貨に係る正味実現損失   (579,862)

外貨に係る未実現損失の変動   (31,235)

   (611,097)

    

マスターファンドから配分された投資及び外貨に係る 

正味実現損失及び未実現利益の変動    

投資及び外貨に係る正味実現損失   (4,355,260)

投資及び外貨に係る未実現利益の変動   53,894,779 

   49,539,519 

   

営業活動から生じた純資産の正味増加額   31,567,791 

    

添付の注記並びにスーパーファンドＳＰＣの財務諸表は、これらの財務諸表の重要な一部である。 
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スーパーファンド・ジャパン－スーパーファンド・ジャパン・サブファンド・レインボー・オールシー

ズンズ 

純資産変動計算書 

 

2023年12月31日に終了した年度 

（単位：日本円） 

  

営業活動  

正味投資損失 (17,360,631) 

投資及び外貨に係る正味実現損失 (4,935,122) 

投資及び外貨に係る未実現利益の変動 53,863,544 

 31,567,791 

  

資本取引  

ゴールド円クラス受益証券の発行 1,200,000 

円クラス受益証券の発行 1,200,000 

ゴールド円クラス受益証券の買戻し (13,480,004) 

円クラス受益証券の買戻し (87,469,493) 

 (98,549,497) 

  

当期純資産減少額 (66,981,706) 

  

期首純資産残高 402,091,996 

  

期末純資産残高 335,110,290 

  

期末純資産残高の内訳：  

ゴールド円クラス 272,114,655 

円クラス 62,995,635 

 335,110,290 

  

添付の注記並びにスーパーファンドＳＰＣの財務諸表は、これらの財務諸表の重要な一部である。 
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スーパーファンド・ジャパン 

 

財務諸表注記 

2023年12月31日現在 

（単位：日本円及び米ドル） 

 

１．設立及び主な活動 

スーパーファンド・ジャパン（以下、「当信託」という。）は、ＵＢＳファンド・サービシズ（ケイ

マン）リミテッド（以下、「退任受託会社」という。）及びスーパーファンド・ジャパン・トレーデ

ィング（ケイマン）リミテッド（以下、「管理会社」という。）の間で締結された信託証書（以下、

「信託証書」という。）に従ってケイマン諸島の法律に基づいて設立された。当信託は、信託証書に

従ってケイマン諸島の信託法に基づいて2009年６月５日に組織され、2009年６月29日にケイマン諸島

のミューチュアル・ファンド法セクション４（１）（ｂ）に基づいて登録された。退任・指名・変更証

書に従い、2015年５月８日付でハーニーズ・フィデューシャリー（ケイマン）リミテッド（以下、「受

託会社」という。）が当信託の受託会社に指名された。受託会社の当信託に関する主な営業拠点はケ

イマン諸島である。 

当信託はオープン・エンド型のアンブレラ・ファンドであり、スーパーファンド・ジャパン サブ

ファンド・グリーン、スーパーファンド・グリーンＣジャパン及びスーパーファンド・ジャパン サ

ブファンド・レインボー・オールシーズンズ（以下、それぞれ「サブファンド」、及び総称して「サ

ブファンズ」という。）が設定されている。各サブファンドは独立した資産及び負債のプールとして、

他のサブファンドと分別して管理されている。 

スーパーファンド・ジャパン・サブファンド・グリーンは、その資産のほぼすべてをケイマン諸島

の適用免除会社であるスーパーファンド・グリーンＳＰＣ及びスーパーファンド・グリーン・ゴールド

ＳＰＣの分別ポートフォリオＢに投資している。 

スーパーファンド・グリーンＣジャパンは、「マスター・フィーダー」構造の一部であり、その資産

のほぼすべてをケイマン諸島の適用免除会社であるスーパーファンド・グリーンＳＰＣ（以下、「グリ

ーン・マスターファンド」という。）の分別ポートフォリオＣに投資している。グリーン・マスター

ファンド、すなわちスーパーファンド・グリーンＳＰＣは、「マスター・フィーダー」構造の一部であ

り、その資産のほぼすべてをケイマン諸島の適用免除会社であるスーパーファンド・グリーン・マス

ター（以下、「グリーン・アンダーライング・マスターファンド」という。）に投資している。グリ

ーン・アンダーライング・マスターファンドの目的は、株式及び証券市場の動きの影響を受けない投

資形態として、平均以上の長期的なキャピタル・ゲインを達成するための投資を投資家に提供するこ

とである。グリーン・アンダーライング・マスターファンドは、投資機会及び取引戦略を利用する意

向であるため、対象とする先物投資の特性に関する見解を事前に決めているわけではなく、どのよう

な制約も受けることはない。 

スーパーファンド・グリーン・ゴールドＳＰＣは、「マスター・フィーダー」構造の一部であり、そ

の資産のほぼすべてをケイマン諸島の適用免除会社であるスーパーファンド・グリーン・ゴールド・

マスターＳＰＣ（以下、「グリーン・ゴールド・マスターファンド」という。）のスーパーファンド・

グリーン・ゴールド・マスター・分別ポートフォリオに投資している。グリーン・ゴールド・マスタ

ーファンドの目的は、テクニカル分析の利用を通じて長期のキャピタル・ゲインを達成することであ
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る。グリーン・ゴールド・マスターファンドは、金先物を含む様々な種類の先物契約にその資産を投

資しており、金現物にも投資する場合がある。 

2023年７月１日付で、スーパーファンド・システマティック・オールウェザーは、その名称をスー

パーファンド・ジャパン・サブファンド・レインボー・オールシーズンズへ変更した。 

スーパーファンド・ジャパン サブファンド・レインボー・オールシーズンズは、「マスター・フ

ィーダー」構造の一部であり、その資産のほぼすべてをケイマン諸島の適用免除会社であるスーパー

ファンドＳＰＣ（以下、「レインボー・オールシーズンズ・マスターファンド」という。）の分別ポー

トフォリオであるレインボー・オールシーズンズ・ファンドに投資している。 

レインボー・オールシーズンズ・マスターファンドの主な目的は、先物及び／又は先渡契約のレバ

レッジ取引を通じて資産増加を達成することである。レインボー・オールシーズンズ・ファンド分別

ポートフォリオは主にロングオンリーのリスクパリティ戦略を採用し、この目的を追求する。この戦

略は、スーパーファンドにより独自開発されたコンピューターによる完全自動化トレーディングシス

テムにより運用される。さらに他の戦略も限られた重みづけで合わせて使用される可能性がある。ま

た、これらの戦略は、先物及び/又は先渡契約を空売りする可能性がある。 

グリーン・マスターファンド及びレインボー・オールシーズンズ・マスターファンドを総称して「マ

スターファンド」という。グリーン・アンダーライング・マスターファンドは「アンダーライング・

マスターファンド」という。 

管理会社は、代行協会員契約に従って、スーパーファンド・ジャパン株式会社（以下、「販売会社」

という。）を当信託の日本における代行協会員に選任している。代行協会員は１口当たり純資産価額

を公表し、日本証券業協会（以下、「ＪＳＤＡ」という。）に財務諸表を提出する責任を有している。

当信託の年次監査済財務諸表は、日本における開示義務の一環として有価証券報告書及び有価証券届

出書に含まれており、関東財務局に提出されている。グリーン・マスターファンド、グリーン・アン

ダーライング・マスターファンド及びレインボー・オールシーズンズ・マスターファンドの財務諸表

は本報告書に含まれており、当信託の財務諸表と共に読まれるべきである。 

 

２．重要な会計方針 

当財務諸表は、米国会計基準審議会（以下、「ＦＡＳＢ」という。）の会計基準編纂書（以下、「ＡＳ

Ｃ」という。）に詳述される米国で一般に公正妥当と認められる会計原則（以下、「ＧＡＡＰ」という。）

に従って作成されている。当信託はＧＡＡＰにおける投資会社に該当するため、ＦＡＳＢ ＡＳＣ 946「金融

サービス－投資会社」に規定される投資会社向けの会計・報告指針に従っている。 

当信託が適用した重要な会計方針は以下のとおりである。 

 

（ａ）見積りの使用 

ＧＡＡＰに準拠した財務諸表の作成にあたって、経営陣は、財務諸表日現在の資産及び負債の報告

金額並びに偶発資産及び負債の開示、並びに当報告期間中の収益及び費用の報告額に影響を及ぼす

見積り及び仮定を行うことが求められている。実際の結果は、それらの見積りとは異なる可能性が

ある。 
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（ｂ）ファンドへの投資（公正価値） 

投資ファンドへの投資は、その純資産価額（以下、「ＮＡＶ」という。）で表示されており、投資

ファンドの経営陣により報告される。投資ファンドに適用される契約上の買戻し及び流動性に関す

る条件に基づいて、スーパーファンド・ジャパン・サブファンド・グリーンが保有する投資ファン

ドにおける持分を売却する際には、当該投資ファンドのＮＡＶ報告額のうち該当する金額で、当該投

資ファンドと共に取引が行われる。ＡＳＵ－2015－07により、実務上の簡便法としてＮＡＶを用いて投

資対象の公正価値を測定し、これらのすべての投資対象を公正価値の階層に分類するための要件が

撤廃された。実務上の簡便法としてＮＡＶを用いて算出された2023年12月31日現在の資産額は、スー

パーファンド・ジャパン・サブファンド・グリーンが2,041,021,119円であった。 

添付の損益計算書において、投資ファンドへの投資に係る正味実現利益及び未実現利益は、スー

パーファンド・ジャパン・サブファンド・グリーンに対して生じた利息、配当、費用、有価証券の

取引に係る実現損益及び未実現損益、並びに投資ファンドからの報酬の持分相当額を含めて計上し

た。評価には不確実性を伴うため、ＮＡＶの見積もりは、既存の証券市場が存在した場合に使用され

ると考えられる価値、又は自己売買により得られる可能性のある価値と異なる場合があり、その差

異が大きい可能性がある。 

 

（ｃ）マスターファンドの分別ポートフォリオへの投資 

マスターファンドの分別ポートフォリオへの投資は、取引日基準で会計処理されている。投資は

当初は原価で測定され、当初認識後は公正価値で測定される。公正価値は、当信託に帰属する純資

産（マスターファンドの事務管理会社により報告される。）に基づき決定される。投資に係る実現

損益及び未実現損益は、損益計算書に計上される。マスターファンド及びアンダーライング・マス

ターファンドの投資に関する評価方針は、本報告書に含まれているマスターファンド及びアンダー

ライング・マスターファンドの財務諸表注記に記載されている。 

 

（ｄ）投資収益及び費用 

各サブファンドは、期首現在のマスターファンドの分別ポートフォリオの純資産価額に対する持

分割合に基づき、マスターファンドの分別ポートフォリオの収益、費用並びに実現損益及び未実現

損益の持分相当額を、週次で損益計算書に計上している。また、各サブファンドの収益及び費用に

ついても発生主義で計上している。 

 

（ｅ）１口当たり純資産価額 

１口当たり純資産価額（以下、「１口当たりＮＡＶ」という。）は、日本円、米ドル及び金の単位

オンスで表示されており、特定のクラスに帰属するサブファンドの純資産価額を、計算時における

当該クラスの発行済み受益証券口数で除し、金の単位オンスで表示されている受益証券については、

さらに評価日におけるロンドンの金１オンス当たりの午前決め値で除することで計算される。 

 

（ｆ）受取利息及び支払利息 

受取利息及び支払利息は発生主義で計上されている。 
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（ｇ）現金 

現金は日本円建て及び外貨建ての要求払いの預金及び利付預金から構成されており、いずれも当

初の満期が３ヶ月以内で流動性が高いとみなされている。 

 

（ｈ）外貨 

外貨建て又は外貨で会計処理される資産及び負債は、貸借対照表日現在で適用される為替レート

で日本円に換算される。外貨建て取引は取引日の為替レートで日本円に換算される。換算によって

生じる実現損益及び未実現損益は、損益計算書に含まれる。当信託は投資に係る為替レートの変動

により生じる損益と保有有価証券の市場価格の変動により生じる損益を区別していない。このよう

な変動は、投資及び外貨に係る正味実現損益及び未実現損益に含まれる。 

 

（ｉ）法人税等 

ケイマン諸島では、収益又は利益に対して課税されることはなく、当信託は、税制優遇措置法第

６条に従って、2059年６月５日までの期間における将来の収益又は利益に関するすべての現地にお

ける税金を免除する旨の誓約をケイマン諸島の総督より受け取っている。よって、法人税等に関す

る引当金はこれらの財務諸表に含まれていない。 

当信託は、税務調査が実施された場合に、テクニカル・メリットに基づいて容認される可能性が

高い（50％超の確率）不特定のタックス・ポジションについてのみ税務便益を認識している。当信

託は、すべての主要な税管轄区域におけるすべての税務調査対象年度について分析を行っている。

税務調査対象年度とは、各管轄区域の出訴期限法で定義された税務当局による税務調査の対象とな

りうる年度である。 

経営陣は、当信託のタックス・ポジションを分析した結果、未確定のタックス・ポジションに関

して、税務費用に係る負債又は税務便益に係る資産を計上する必要はないと判断した。さらに経営

陣は、今後12ヶ月の間に未認識の税務便益の合計額が著しく変化する合理的な可能性のあるタック

ス・ポジションも存在しないと考えている。 

 

（ｊ）収益及び費用の配分 

特定のサブファンドに関連付けることが可能な収益及び費用は、純資産価額の算定において、各

サブファンドに配分又は費用計上されている。その他の収益及び費用は、サブファンド間で比例配

分されるか、あるいは受託会社の判断により配分されている。 

 

（ｋ）ファンドへの投資に関する未収金 

未収金は、買戻通知で請求する金額が確定した時点で資産に計上される。一般的に、未払金は、

その請求の性質に応じて、対象投資ファンドが当該通知を受領した時点又は会計年度の 終日の時

点で発生する場合がある。 

 

（ｌ）マスターファンドからの未収金 

マスターファンドからの未収金は、マスターファンドからの未払買戻金である。 
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（ｍ）前受申込金 

前受申込金は申込みの通知を受理し、申込金額を受領した時点で計上されている。 

 

（ｎ）公正価値による投資の評価 － 定義及び階層 

ＵＳＧＡＡＰは公正価値の階層を規定しており、公正価値を測定する際に用いられる評価手法への

入力データの優先順位を、以下に説明される３つのレベルに分類している。 

 

レベル１： 活発な市場における同一資産又は負債について経営陣が入手可能な未調整の相場価

格に基づく評価。レベル１の有価証券に対しては、評価調整及び大量保有による割引

価値の利用は適用されない。評価は活発な市場において容易にかつ定期的に入手可

能な相場価格に基づいているため、当該レベルに分類される有価証券の評価につい

ては重要な判断は必要とされない。 

レベル２： 活発でない市場における相場価格、あるいは重要なデータがすべて直接又は間接的

に観察可能な価格に基づく評価。 

レベル３： 公正価値測定の全体に対して重要であるが観察不能なデータに基づく評価。 

 

マスターファンド及びアンダーライング・マスターファンドが保有する投資の公正価値の階層に

ついては、本報告書に含まれているそれぞれの財務諸表の注記に開示されている。 

 

（ｏ） 近の会計基準 

公開企業に対し、ＡＳＵ2022-03は、2023年12月15日以降に開始する会計年度およびその会計年度内

の中間期間から適用される。その他の企業に対しては、ＡＳＵ2022-03は、2024年12月15日以降に開始

する会計年度およびその会計年度内の中間期間から適用される。この会計基準は、まだ発行されてい

ない、又は発行可能な状態になっていない中間財務諸表と年次財務諸表のどちらに対しても早期適用

することが認められている。ＡＳＣ946の投資会社に該当する企業は、適用日以降に実行又は変更され

る契約上の売却制限を付された持分証券への投資にＡＳＵ2022-03を適用しなければならない。ＡＳＩＪ

2022-03の適用日前に締結された契約上売却制限の対象となる持分証券を保有する投資会社は、契約

上の制限の終了又は変更まで、ＡＳＩＪ2022-03の適用前に適用されていた会計方針で持分証券の会計処

理を継続する必要がある（つまり、投資会社が公正価値の測定に売却制限の影響を組み込んでいた場

合、その会計方針を継続することになる）。 

経営陣は、本基準の適用がサブファンドの経営成績、キャッシュ・フロー、財政状態に重要な影響

を与えるとは考えていない。 

 

３．金融商品 

市場リスク、信用リスク及び流動性リスク 

スーパーファンド・ジャパン・サブファンド・グリーン 

通常の事業の過程において、スーパーファンド・ジャパン・サブファンド・グリーンは、市場リ

スク、信用リスク及び流動性リスクを招く可能性のある様々な金融商品を売買しており、そのリス

クの金額は、財務諸表からは明白ではない。 

市場リスクとは、金利、為替レート又は株式及びコモディティ価格の変動が、投資対象ファンド、
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結果的にスーパーファンド・ジャパン・サブファンド・グリーンが保有しているポジションに影響

を及ぼすリスクである。スーパーファンド・ジャパン・サブファンド・グリーンは、これらのファ

ンドが保有している投資対象を通じて、市場価格で評価されている金融商品に関して市場リスクに

さらされている。 

信用リスクとは、契約相手が債務不履行に陥るリスクである。信用リスクは、通常、取引所外で

金融商品の取引を行う場合に高くなる。これは、取引所外で取引される金融商品の契約相手は、取

引所清算機関の履行保証を受けていないためである。 

流動性リスクとは、スーパーファンド・ジャパン・サブファンド・グリーンが目的を達成するた

めに行う資金調達において困難が生じるリスクである。流動性リスクは、公正価値に近い金額で投

資対象を速やかに売却できなかったことにより生じる場合がある。管理会社は、ファンドへの投資

に際して、その株式又は受益証券を合理的な期間内に買い戻すための機会を提供するファンドを選

んで投資することを目指すものの、買戻しが請求された際に、常に、その請求どおりに買戻し処理

を行うのに十分なほど当該投資ファンドの投資対象が流動的であるとの保証はない。流動性が不足

すると、受益証券の流動性及び投資価値に影響を及ぼす場合がある。 

 

スーパーファンド・グリーンＣジャパン及びスーパーファンド・ジャパン サブファンド・レイン

ボー・オールシーズンズ 

スーパーファンド・グリーンＣジャパン及びスーパーファンド・ジャパン サブファンド・レイ

ンボー・オールシーズンズのマスターファンドへの投資は、これらを通じて間接的に、マスターフ

ァンドの投資対象である金融商品及び市場に関連する多様なリスクにさらされている。 

スーパーファンド・グリーンＣジャパン及びスーパーファンド・ジャパン サブファンド・レイ

ンボー・オールシーズンズがさらされている金融リスクの種類は、市場リスク、信用リスク及び流

動性リスクである。スーパーファンド・グリーンＣジャパン及びスーパーファンド・ジャパン サ

ブファンド・レインボー・オールシーズンズがさらされている金融リスクに関しては、マスターフ

ァンドの財務諸表を参照のこと。 

マスターファンドが保有する投資に関する詳細（投資を公正価値で測定する際に用いられる市場

価格の観察可能性のレベルに関する内訳を含む。）については、本報告書に含まれているマスター

ファンドの財務諸表の注記２に開示されている。 

 

４．受益証券保有者資本 

スーパーファンド・ジャパン・サブファンド・グリーン 

口数 

 

ゴールド円クラス：  

期首残高 9,753,479 

期中の発行 613,918 

期中の買戻し (348,277)

 10,019,120 
  



－ 23 － 

スーパーファンド・ジャパン・サブファンド・グリーン 

口数 

 

シルバー円クラス：  

期首残高 1,559,439 

期中の発行 108,839 

期中の買戻し (23,116)

 1,645,162 

 

スーパーファンド・ジャパン・サブファンド・グリーン  

円クラス：  

期首残高 9,009,299 

期中の発行 57,229 

期中の買戻し (1,967,707)

 7,098,821 

 

  

ゴールド米ドル・クラス：  

期首残高 608,437 

期中の発行 4,200 

 612,637 

  

スーパーファンド・ジャパン・サブファンド・グリーン  

シルバー米ドル・クラス：  

期首残高 2,333,353 

期中の発行 6 

 2,333,359 

 

スーパーファンド・ジャパン・サブファンド・グリーン  

米ドル・クラス：  

期首残高 1,725,473 

期中の発行 8 

期中の買戻し (204,313)

 1,521,168 

 

スーパーファンド・グリーンＣジャパン  

円クラス：  

期首残高 2,064,114 

期中の買戻し (135,833)

 1,928,281 
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スーパーファンド・グリーンＣジャパン 

口数 

 

米ドル・クラス：  

期首残高 1,435,539 

 1,435,539 

 

スーパーファンド・ジャパン・サブファンド・レインボー・オールシーズンズ  

ゴールド円クラス：  

期首残高 3,827,813 

期中の発行 17,235 

期中の買戻し (186,414)

 3,658,634 

 

スーパーファンド・ジャパン・サブファンド・レインボー・オールシーズンズ  

円クラス：  

期首残高 4,258,577 

期中の発行 35,297 

期中の買戻し (2,455,547)

 1,838,327 

 

各サブファンドには、 低申込単位が設定されている。スーパーファンド・ジャパン・サブファン

ド・グリーン及びスーパーファンド・ジャパン サブファンド・レインボー・オールシーズンズは、

5,000口以上で100口ごとに申込みが可能で、スーパーファンド・グリーンＣジャパンは、100,000口以

上で100口ごとに申込みが可能である。販売会社は、管理会社と協議のうえ、特定の申込みについては

これらの条件の全体又は一部を免除することができる。 

信託証書に記載されている場合を除き、すべての受益証券は平等であり、ほぼ同等の権利及び条件

を有している。 

受益証券の申込みには申込手数料が適用される。特定の投資家の申込みに適用される申込手数料は、

当該投資家による各シリーズの申込総額（以下、「購入金額」という。）に基づき決定される。各申

込みに適用される申込手数料は、購入金額に5.50％（税抜きでは５％）を上限とする料率を乗じた金

額である。 

受益証券保有者は、通常、当信託の販売会社に書面による事前の通知を提示することにより、毎月

終日付ですべて又は一部の受益証券の買戻しを要求することができる。当該買戻しは、該当月の

終日に決定される受益証券１口当たり純資産価額で行われる。 

当初申込みから12ヶ月以内に買戻請求が行われるか、あるいは当信託による強制的な買戻しが行わ

れる場合、管理会社の単独の裁量により、当信託から受益証券保有者に対して、買戻価格の２％の買

戻手数料が請求される可能性がある。当該買戻手数料の請求は当信託の利益のために行われる。 

管理会社の単独の裁量により認められる場合を除き、受益証券保有者は、いかなる状況においても、買

戻後の保有残高が各シリーズにおける 低当初投資額を下回るような一部買戻しを請求することはで
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きない。 

 

５．管理報酬 

当信託の投資活動は、共通支配下に置かれている関連当事者である管理会社により管理されている。

投資顧問契約に基づいて、管理会社は、各サブファンドの純資産価額の0.1％（年率）相当の月次管理

報酬を後払いで受領している。 

2023年12月31日現在の未払金及び未払費用に含まれている未払管理報酬は、スーパーファンド・ジ

ャパン・サブファンド・グリーンが38,443円、スーパーファンド・グリーンＣジャパンが13,471円、

スーパーファンド・ジャパン サブファンド・レインボー・オールシーズンズが28,439円である。 

 

６．成功報酬 

各サブファンドのレベルで支払われる成功報酬はない。マスターファンドが支払う成功報酬につい

ては、本報告書に添付されているマスターファンドの財務諸表注記に開示されている。 

 

７．販売会社報酬 

関連会社であるスーパーファンド・ジャパン株式会社（「販売会社」）はスーパーファンド・ジャ

パン サブファンド・レインボー・オールシーズンズの販売会社として、スーパーファンド・ジャパ

ン サブファンド・レインボー・オールシーズンズ純資産価額の0.6％（年率）相当の報酬を毎月受領

する権利を有している。 

2023年12月31日現在、未払金及び未払費用に含まれている未払販売会社報酬は、スーパーファンド・

ジャパン サブファンド・レインボー・オールシーズンズの199,107円であり、そのほかのサブファン

ドについては未払販売会社報酬はない。その他のサブファンドにつきマスターファンドが支払う販売

会社報酬については、本報告書に添付されているマスターファンドの財務諸表注記に開示されている。 

 

８．代行協会員報酬 

代行協会員は、各サブファンドの純資産価額の0.1％（年率）相当の報酬を受領する権利を有してい

る。 

2023年12月31日現在、未払金及び未払費用に含まれている未払代行協会員報酬は、スーパーファン

ド・ジャパン・サブファンド・グリーンが173,337円、スーパーファンド・グリーンＣジャパンが13,472

円、スーパーファンド・ジャパン サブファンド・レインボー・オールシーズンズが28,444円である。 

 

９．受託会社報酬 

2015年５月８日付で、ハーニーズ・フィデューシャリー（ケイマン）リミテッド（以下、「受託会

社」という。）が、当信託の受託会社となった。 

信託証書に規定されたとおり、当信託は、各サブファンドにつき年間8,500米ドルの報酬を受託会社

に支払うことに合意している。 

2023年12月31日に終了した年度において、サブファンドであるスーパーファンド・ジャパン・サブ

ファンド・グリーン、スーパーファンド・グリーンＣジャパン及びスーパーファンド・ジャパン サ

ブファンド・レインボー・オールシーズンズに対する未払受託会社報酬はない。 
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10．事務管理報酬 

ＮＡＶファンド・アドミニストレーション・グループが、当信託の事務管理会社に任命されている（以

下、「当事務管理会社」という。）。事務管理契約に基づいて、当信託はＮＡＶファンド・アドミニス

トレーション・グループに対し、毎月 終評価日において計算された報酬を後払いで支払っており、

その金額はスーパーファンド・ジャパン・サブファンド・グリーン、スーパーファンド・グリーンＣ

ジャパン及びスーパーファンド・ジャパン サブファンド・レインボー・オールシーズンズそれぞれ

につき年間6,900米ドルである。 

2023年12月31日現在の未払金及び未払費用に含まれている未払事務管理報酬は、スーパーファン

ド・ジャパン・サブファンド・グリーンが275,035円、スーパーファンド・グリーンＣジャパンが275,035

円、スーパーファンド・ジャパン サブファンド・レインボー・オールシーズンズが275,035円である。 

 

11．関連当事者間取引 

管理会社及び販売会社は、共通支配下に置かれている関連当事者である。管理会社及び販売会社に

支払われる報酬は、独立第三者間条件に基づく交渉により設定されたものではない。 

当信託は、スーパーファンド・ジャパン・サブファンド・グリーンを通じて、スーパーファンドの

投資会社グループの一部である対象ファンドへの投資を実行した。管理会社の取締役であるテニソ

ン・ブリッグス（Ｔｅｎｎｙｓｏｎ Ｂｒｉｇｇｓ）及びヨセフ・ホルツァー（Ｊｏｓｅｆ Ｈｏｌｚｅｒ）が、対象ファンドの

取締役も務めている。2023年12月31日現在、この対象ファンドが保有するスーパーファンド・ジャパ

ン・サブファンド・グリーンの純資産の公正価値は、純資産において99.89％を占める2,041,021,119

円である。期中において、その他のスーパーファンドの関連投資会社の売却と外貨建て取引に係る実

現損失は、スーパーファンド・ジャパン・サブファンド・グリーンが58,109,311円であった。 

 

12．公正価値 

2023年12月31日現在、経営陣は、各クラスの金融商品の公正価値を見積るために以下の手法及び仮

定を使用した。現金、外貨建て現金、ファンドへの投資に関する未収金、マスターファンドからの未

収金、その他の資産、未払買戻金、前受申込金並びに未払金及び未払費用を含む当信託の特定の金融

商品に関しては、これらの金融商品が直ちに期日を迎える又は短期的な性質のものであるため、帳簿

価額は公正価値に近似している。 

公正価値の見積りは、市況及び金融商品に関する情報に基づいて、特定の時点に行われる。これら

の見積りは本来主観的なものであり、不確定要因及び重要な判断を伴うため、正確に行えるものでは

ない。仮定の変更により、見積りに重要な影響を及ぼす可能性がある。マスターファンド及びアンダ

ーライング・マスターファンドが保有する投資の公正価値測定の分類に関する情報については、マス

ターファンド及びアンダーライング・マスターファンドの財務諸表を参照のこと。 
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スーパーファンド・ジャパン 

財務諸表注記（続き） 

2023年12月31日現在 

（単位：日本円及び米ドル） 

 

14．後発事象 

これらの財務諸表を作成するにあたり、経営陣は、当該財務諸表の公表が可能となった2024年６月

21日までのすべての重要な後発事象を評価し開示した。 

2023年12月31日より後に、スーパーファンド・ジャパン・サブファンド・グリーン・ゴールド円ク

ラスに対し16,600,000円、スーパーファンド・ジャパン・サブファンド・グリーン円クラスに対し

1,200,000円、スーパーファンド・ジャパン・サブファンド・グリーン・シルバー円クラスに対し

4,600,000円、スーパーファンド・ジャパン・サブファンド・システマティック・オールウェザー・

ゴールド円クラスに対し400,000円の申込みが処理された。 

 

スーパーファンド・ジャパン・サブファンド・グリーン・ゴールド円クラスに対し約30,525,525円、

スーパーファンド・ジャパン・サブファンド・グリーン円クラスに対し約17,227,865円、スーパーフ

ァンド・ジャパン・サブファンド・グリーン・シルバー円クラスに対し約5,210,182円、スーパーフ

ァンド・グリーン 米ドル・クラスに対し約5,404米ドル、スーパーファンド・グリーンＣ円クラスに

対し約3,133,033円、スーパーファンド・ジャパン・サブファンド・システマティック・オールウェ

ザー・ゴールド円クラスに対し約4,346,697円、スーパーファンド・ジャパン・サブファンド・シス

テマティック・オールウェザー円クラスに対し約3,130,221円の買戻しが処理された。 
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４．費用の明細 
 

（2023年１月１日～2023年12月31日）

項 目 比率又は金額 項 目 の 概 要 

管 理 報 酬 

当サブファンドの 

純資産価額の 

年率0.10％ 

受託会社、事務管理会社及びカストディアンその他の者

との間のやりとり、当サブファンドの活動に関連する契

約の管理、申込及び償還を含む投資活動の運用管理の対

価 

代 行 協 会 員 報 酬 

当サブファンドの 

純資産価額の 

年率0.10％ 

日本の法令及び日本証券業協会の規則に従い、受益者へ

の目論見書や財務書類を送付し、純資産価額を公表する

等の業務に対する報酬 

受 託 会 社 報 酬 
当サブファンドにつき 

年間11,000米ドル 

信託証書に従って行う当サブファンドの受託業務に対

する報酬 

事務管理報酬 

当 フ ァ ン ド の 
事 務 管 理 及 び 
振 替 代 行 報 酬 

当サブファンドにつき 

年間5,400米ドル 

各評価日における純資産価額の計算、受益権者名簿の管

理、締結された申込に係る契約及び申込の受領並びに処

理、電磁的方法による受益証券の発行証明及び保有報告

書の作成並びに送付などの役務の対価 

年次財務諸表の 
作 成 

当ファンドにつき 

年間1,500米ドル 

関連する規制に則した年次財務諸表（監査済み）の作成

及びその補助の対価 

ポータルサイトへの 
F A T C Aデータの 
ア ッ プ ロ ー ド 

当ファンドにつき 

年間500米ドル 
当ファンドのFATCAルール遵守のための作業の対価 

ポータルサイトへの 
C R S デ ー タ の 
ア ッ プ ロ ー ド 

当ファンドにつき 

年間500米ドル 
当ファンドのCRSルール遵守のための作業の対価 

販 売 会 社 報 酬 
当サブファンドにつき 

純資産価額の年率0.6％ 
販売の手配を行うことへの対価 

そ の 他 の 費 用 （ 当 期 ） 1.35％ 
監査費用、保管費用、その他信託事務の処理に要する諸

費用 

（注１）各報酬については、目論見書に定められている料率又は金額を記しています。「その他の費用（当期）」には運用状況

等により変動するものや実費となる費用が含まれます。便宜上、当期のその他の費用の金額を当サブファンドの当期末
の純資産総額で除して 100 を乗じた比率を表示していますが、実際の比率とは異なります。 

（注２）各項目の費用は、サブファンドが組み入れている投資先ファンドの費用を含みません。 

 

 

５．当期末における純資産額計算書 
 

（2023年12月31日現在）

サブファンド・ 

レインボー・ 

オールシーズンズ 

Ⅰ 資産総額（円） 349,009,001 

Ⅱ 負債総額（円） 13,898,711 

Ⅲ 純資産総額（Ⅰ－Ⅱ）（円） 335,110,290 

Ⅳ 発行済数量 5,496,961 

Ⅴ １単位当たり純資産額（Ⅲ／Ⅳ）（円） 60.96 
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６．投資の対象とする有価証券及びその他の資産 
 

（2023年12月31日現在）

サブファンド・ 

レインボー・ 

オールシーズンズ 

資産の種類 国 名 
時価合計 

円 
投資比率 

スーパーファンドSPCの株式（分

別ポートフォリオ・レインボー・

オールシーズンズ・クラスBジャ

パンの利益参加シェア） 

ケイマン諸島 327,267,003 97.66％ 

現金、受取債権及びその他の資産 

（負債控除後） 
該当なし 7,843,287 2.34％ 

純資産総額 335,110,290 100.00％ 

 

 

７．投資の対象とする不動産、金銭債権及び手形 
 

該当ありません。 

 

 

８．お知らせ 
 

特にありません。 

 

以 上 




